
函館市医療・介護連携支援センター



 H27年5月に函館市が行ったアンケート調査

 ２７年度の第一回多職種研修会での意見聴取

『医療、介護、在宅、共通の情報ツールで情報共有したい』

『それぞれの機関によって、情報提供の仕方や量に差がある』

共通の情報ツールを求める声が聴かれた事が

きっかけ！

↓

情報共有ツール サマリーの作成へ！！



【情報共有ツール】『はこだて医療・介護連携サマリー』の

正式運用については、試験運用による段階的な活用施設拡大を鑑みて、

定期的なモニタリングを経た後に「情報共有ツール作業部会」により協議・検討し、

「函館市医療・介護連携推進協議会」へ実施報告。

説明会や各関係団体等へホームページやデータ送信による様式とマニュアルの配布を

広く実施して平成30年3月から正式運用を開始。

【情報共有ツール】『はこだて医療・介護連携サマリー』



現在函館市内では、

主要な急性期病院、回復期病院

介護保険事業所、介護施設等

様々なところで活用していただいております。





各種ダウンロードをクリック

はこだて医療・介護連携サマリーを
クリック



サマリーはこちらをクリックすると
エクセルファイルがダウンロードされます

各マニュアルはこちらをクリックすると
ダウンロードできます



サマリーは３つの形式があります



⒈ 基本ツール 情報共有の基本様式。

⒉ 応用ツール

基本ツールに記載されている「特別な医療」等を

要する場合に標準情報を記載し作成します。

２つのパターンで構成







赤い△にカーソルを合わせると
入力時の参考になるコメントが
でてきます

フリガナは自動で
出てきます。

自動計算されます。



指標となる評価基準を設定する事により、
記入者による評価の差異をなくし、

同じ評価基準の中で正確な情報、

イメージの共有を図る。





基本ツール１と２を合わせると







【情報共有ツール】『はこだて医療・介護連携サマリー』

① 付帯情報管理
② 褥瘡管理
③ 認知症管理
④ 食事摂取困難管理
⑤ 自己腹膜灌流管理
⑥ 酸素療法管理
⑦ 中心静脈栄養法管理
⑧ 糖尿病治療管理
⑨ 経管栄養法管理

⑩ 膀胱留置カテーテル管理
⑪ 自己導尿管理
⑫ 腎瘻・尿管皮膚瘻管理
⑬ 人工呼吸療法管理
⑭ 気管カニューレ管理
⑮ 人工肛門・人工膀胱管理
⑯ 感染に関する管理
⑰ 緩和ケア情報共有シート
⑱ 特記事項





応用ツールはここから選択してください





情報が足りないと思ったら
応用ツール⑱に記載してください

応用ツール⑱は
自由に記載するツールです



このように必要と思うことは
なんでも記載してください
（記載例マニュアルより）

カスタマイズも自由です



基本ツール・応用ツール
各ページごとに

記載例マニュアルがございます

記載例マニュアルの
最後のページは

リンク集になっています
（PDFでクリックすると
リンクページに飛びます）





①医療・介護サービスを必要としている高齢者等の

情報を一元的に把握する事

②地域で統一されたツールを活用する事によって

関係職種（機関）間で、より活発な連携が行われ、

よりよい医療や介護サービスが提供される事



 職種にとらわれない、分かりやすい内容

言葉・文字の情報提供

 “各医療・介護施設内・外”の多職種連携を推進

 連携窓口を明確にして密な情報提供と共有を徹底



対象者の病状や生活・環境等の変化において調整支援が

必要となった場合に

『医療側・介護側との双方連携』において活用する

作成側(渡す側)
・各医療・介護の施設や事業所における「連携担当者」が

活用対象者である利用者本人、または、その家族の

同意を得た上で、必要な情報を“多職種”の協力のもと、

記入作成しコピーを保管。

・原本を連携相手(受ける側)に迅速に提供します。



数多くの個人情報が含まれているので取り扱いには

最大限の注意を払ってください。

作成・送付等に関しては必ず、活用対象者である

利用者本人または、その家族の同意を得る事を

大前提といたします。



・多職種共有のツールとなります。どの職種の方でも

わかりやすい言葉で記載をお願いします。

・このサマリーで、より活発な多職種間での連携が

進んでいくよう、是非ともご活用ください。

【情報共有ツール】『はこだて医療・介護連携サマリー』


